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Summary

Inthereportbefore,Theteacherreportedontheelectronicconferencingsystemthathadbeenintroduced

intomyschoolasoneofthefacultydevelopmentactivitieswhetheritwaspossibletouseitfortheclass.

Asaresult,theeducationalenvironmentisinorderatmyschool.However,halfofteachersdidnotbecome

theuseoftheelectronicconferencingsystem.

Theteacheratmyschoolhascomputerliteracy.However,itwasthoughttobedifficulttodotheclass

improvementbythecomputer-aided.

Itisaproblemtopromotethecollaborativelearningwhenthedigitizationofeducationwillbeadvancedin

thefuture.

Inthisreport,itintroducesthecasewiththeclassimprovementthatusestheelectronicconferencingsystem.

要旨

前報では、教育の情報化とFDについて、本学の教員が本学に導入されている電子会議システムを、授業に活

用できたかについて報告した。

その結果、教育環境は整備されているものの、半数の教員は活用に至らなかった。

自らがコンピュータを使うことはできても、コンピュータを使って授業を改善することは、難しいことが考えら

れた。そのため、今後教育の情報化を進めるに当たり、共同学習を促進させることが課題である。

そこで、共同学習を促進させるにあたり、本報告では、電子会議システムを使って、実際にどのように授業改

善を行ってきたかを事例とともに紹介し、今後の本学の教育の情報化やFD活動の一助となることを期待するも

のである。

1°はじめに

前報')では、教育の情報化について、公立の小･中・

高等学校と本学を比較しながら、教育環境や教員のコ

ンピュータリテラシーについて検討した。

具体的には、FD活動の一つとして、本学に導入さ

れている電子会議システムを、授業に活用できたかに

ついて報告した。

その結果、教育環境としては、公立の小･中･高等学

校と比較して整備されているものの、半数の教員は活

用に至らなかった。それは、公立の小･中･高等学校の

教員と同じように、自らがコンピュータを使うことは

できても､コンピュータを使って授業改善することは、

難しいことが考えられた。そのため、教育効果を検証

する段階ではないことが明らかとなった。

今後教育の情報化を進めるに当たり、共同学習を促

進させることが課題であることが示唆された。

このような中にあって、ICT(informationand

communicationtechnology)を活用したFDについて

は、特集が組まれたり、様々な研究がなされている2）

～20）
O

また、教育の情報化というと教室に電子黒板を持ち

込んだり、パワーポイントを使うことであったりと考

えられる。しかし、単に黒板が電子黒板やパワーポイ

ントに圃き換わっただけでは、教育効果は変わらない

ことが考えられ､教育の情報化にはならないと考える。

丹羽8)の報告のように効果を検証し、有効な活用をす

ることが教育の情報化にほかならないと考える。

そこで、共同学習を促進させるにあたり、本報告で

は、電子会議システムを使って、実際にどのように授
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業改善を行ってきたかを事例とともに紹介し、教育効

果を報告するものである。

向の意見交換の場が、コンピュータ上に展開されるも

のである。

5．結果及び考察

（事例1）

対象科目：平成’7年度後期情報基礎演習Ⅱ

対象学生：食物栄養専攻学生116名

I雷雨万百河:後期情報基礎演習Ⅱは､Excelによる表

計算であるため、前期情報基礎演習IのWordによる

文書作成に比べて、例年学ぶ意欲や理解の度合いに低

下が見られた。

そこで、学生の理解や興味関心の度合いを高めるた

めに、電子会議システムによる授業補完を行った。

廠青罰忍:授業終了後に授業の内容.要点及び次回の

ための予習箇所等をコメント及び添付ファイルで閲覧

可能とした。

図3によると、学生数116名に対して、第1回だけ

閲覧件数が約3倍であるのは、第1回ということで複

数回閲覧した学生がいたことが考えられる｡その後は、

ほぼ受講生数となっており、一人1回は閲覧している

ことがわかる。これは、授業内でも時間を設定し、閲

覧することを認めていたためで、授業外でも閲覧して

いる学生は限られていることが推察される。

2．研究の目的

本学に導入されている電子会議システムを用いて、

授業改善を行った事例を報告し、今後の授業改善の共

同学習促進に役立たせることを目的とする。

3 研 究 方 法

電子会議システムの機能を紹介し、使い方の異なる

三つの事例の利用の目的や利用形態から、教育効果を

明らかにする。

4．電子会議システムの機能

本学に導入されている電子会議システムは、電子掲

示板、電子シラバスとともに平成14年度から運用さ

れている。学生、教職員は、ID、パスワードによる

認証を行いログイン後、図1のメニューから電子会議

システム、電子掲示板、電子シラバスを選択すること

で各々の機能を活用するものである。

図1電子会議システムメニュー

図3電子会議システム事例1の使い方

…函堅言覧に戻る

因折規に投稿ﾘ･る掛目日:2010ﾉ"ﾉ181“”9 教育効果としては、授業内で行った小テストの結果

を、見られるようにしてほしいと学生から要望があっ

たことである。それまでも小テストを行ってきたが、

そのような要望が出たことはなかった。学生自身が電

子会議システムでどのようなことができるか体験した

ことによって、そのような要望となったのではないか

と考える。個人情報に配慮し、個別の結果ではなかっ

たものの、クラスにどれだけ合格者がいるのか、不合

格者に入っていた場合は再テストがあるため、関心が

高かったものと考えられる。
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図2投稿画面

電子会議システムは、図2の投稿画面を用いて投稿

し、投稿した内容に対して、閲覧したり、意見を述べ

たり、質問をしたりすることができる。いわゆる双方
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しかし、残念ながら学生からの質問等は投稿される

ことはなかった。何をどのように質問したら、わから

ないことがわかるようになるのか、そこからわからな

いというわからなさも現実としてはあることが考えら

れる。

（事例2）

対象科目：平成20年度後期情報基礎演習Ⅱ

対象学生：生活科学専攻・食物栄養専攻学生147名

匠雨万百両:事例'では､学生は閲覧するだけという
使い方であったが、学生自身も投稿して相互に切瑳琢

磨できる環境を提供できないかと考えた。

そこで、事例1の使い方と違う点として、タイピン

グ速度の速い学生に練習方法を紹介する投稿を依頼し、

それに対してその他の学生も投稿することによって、

双方向のコミュニケーションツールとして活用し、タ

イピング練習を継続させることであった。

図4電子会磯システム事例2の使い方

蔭吾罰ヨ:情報の授業であるため､電子会議ｼｽﾃﾑ
によるタイピング練習は､ログオン､パスワード管理、

電子掲示板の確認などと合わせて、時間を決めて授業

のはじめに行うことを奨励した。

事例1では、教員からの一方通行で、学生は閲覧す

るだけということであったが、タイピング速度の速い

学生に、練習方法などをアドバイスしてもらい、タイ

ピングの練習も兼ねて返答を行うことや、それに対し

て返答することなどを指導した。図4のとおり、主に

同じクラスの学生同士のコミュニケーションが電子会

議システム上に展開され、授業に関係ないことが書き

込まれることもあったが、記名式であることと教員も

見ていることが周知されていたためか、極端に逸脱す

る内容は見られなかった。

タイピング速度の速い学生に口頭で練習方法の紹介

を依頼しても、恥ずかしさゆえか、自慢になると思う

のか、この程度はたいしたことはないと思うのか、い

ずれにしても、教員と学生と一対一であれば話すこと

でも､他の学生の前で話すことには抵抗があるようで、

こんな練習をしたからこうなったなどと話してくれる

ことは、これまでにはなかった。また、話したことは

その場にいる学生しか聞くことができないことや、そ

の場で消えてしまうが、電子会議システムでは、後で

見返すこともできるし、その他のクラスの学生の練習

方法なども参考にすることができる。実際に他のクラ

スの学生の練習方法に対して、返答をしていることも

あった。

同じクラスであればその場でコミュニケーションが

取れると考えられるが、学生同士は学籍番号が近い数

人など、意外と狭い人間関係の中で学生生活を送って

いる。それは、同じクラスの学生について尋ねても、

名前も知らないといったことがあるからである。

しかし、電子会議システム上に展開される学生のや

り取りは、普段の身近な人間関係を越えて、タイピン

グが速くなりたいと思っている学生と、私も以前はそ

うだったけど、こうしたらこんなにできるようになっ

たという学生を結び付けて、やる気を起こさせたり、

また違った学生からの返答により、教えたり、教えら

れたり、相互協力、相互支援が成り立ち、教員に教え

られるよりもむしろ、よりスムーズに受け入れられて

相乗効果を上げていると考える。

対面で行う指導やコミュニケーションももちろん大

切なことではあるが、学生と教員の一対一の関係での

質問と回答ではない、電子会議システムを活用した教

育効果が期待できると考える。

（事例3）

対象科目：平成21年度前.後期情報基礎演習i-n

対象学生：生活科学専攻学生52名

歴南万百詞:事例2の教育効果を受けて､さらに効果

を高める方法はないかと考えた。

そこで､使用期間を後期から前･後期と増やし、投稿

内容を自由にさせるのではなく、図5のようなタイピ

ングの基礎を踏まえて練習させることにより、さらな

る効果を目指した。

匿呑罰ヨ:タイピング練習は継続して行うことで効果
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が上がる。これまでは、各自の自宅にあるパソコンを

使用して､タイピング練習ソフトを用いて練習するか、

自宅にパソコンがない学生には紙の上で練習するよう

指導した。

=495,p<.05)このことから、後期末の時点では、練習

方法による伸び率の差があることが示唆された｡また、

平成21年度は、SDが大きく伸び率に大きな差があ

ることが示唆された。初回授業時の入力文字数からの

伸び率は、初回授業時の入力文字数が少ない者ほど大

きく、初回授業時に十分習熟している者ほど小さいこ

とが考えられる。

表2後期末の入力文字数の中央値、平均値、SD

これらの結果から、平成20年度に行ったタイピン

グ練習ソフトを用いた練習や紙の上での練習、自由投

稿による電子会議システム利用の練習では、各自の練

習方法や投稿相手がいないと成立しない関係から、12

月に行われた日本語ワープロ検定が終了すると練習意

欲が継続しなかったことが考えられる。

図5電子会蟻システム事例3の使い方その1

加えて平成20年度は、電子会議システム上に自由投

稿することによって、タイピング練習を継続させるこ

とを行った。

しかし､自宅のタイピング練習ソフトや紙の上の練習

では、その実態がつかめず、毎日練習するように指導

しても、電子会議システム上の練習も大半の学生は授

業時の決められた時間だけとなり、本人任せにせざる

を得なかった面がある。

そこで平成21年度は､電子会議システムを使用し、

毎日10分練習することを指導し、自宅にパソコンが

ない学生には学内のパソコンで練習するよう指導した。

その結果､初回授業時の入力文字数の中央値､平均値、

SDは表1に示したとおりである。平成20年度と平

成21年度の初回授業時の入力文字数では、中央値の

間に5％水準で有意差は認められなかった。(U

=530,n.s.)このため、平成20年度受講生と平成21年

度受講生は、初回授業時の入力文字数に差がないこと

が示唆された。

表1初回授業時の入力文字数の中央値、平均値、SD

図6電子会蟻システム事例3の使い方その2

それに対して平成21年度に行った電子会議システ

ムを利用した練習方法では、他の受講生の練習記録を

閲覧し、他の受講生が練習していると練習しなければ

という意欲につながり、12月に行われた日本語ワープ

ロ検定が終了しても、練習を継続したことが考えられ

る。

また、練習のために入力する文章も、日本語ワープ

ロ検定後は、図6のような教員採用試験対策の内容で

あったりしたため、タイピング練習と試験対策の一石

二鳥を狙った練習も見受けられた。その学生は、教員

採用試験の一次試験に合格しており、電子会議システ

ムは、タイピング練習や情報教育だから効果が期待で

きるのではないかという意見もあるが、使い方によつ

しかし、後期末の入力文字数の伸び率の中央値、平均

値、SDは表2に示したとおりである。平成20年度

と平成21年度の後期末の入力文字数の伸び率では、

中央値の間に5％水準で有意差が認められた。(U
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ては、他の授業改善に活かせないということはないこ

とが示唆された。

6．おわりに

FD(FacultyDevelopment)は、教員が授業内容・

方法を改善し、向上させるための組織的な取り組みで

あり、その方法は、電子会議システムを使ったり、パ

ワーボイントを使ったりすることだけではないことは

自明の理である。

しかし、ここであえて電子会議システムの活用の仕

方について､事例を基に報告したのはなぜかといえば、

文部科学省指導21)～24)の下に､小.中.高等学校では、

教育の情報化が推し進められ、その中で教育を受けた

生徒が入学してくるわけである。大学教育が旧態依然

としているわけにはいかず、FDの義務化を受け、組

織として取り組む一つとして、電子会議システムの活

用を行ったところ、最終的に半数の教員は活用に至ら

なかったためである。

その理由の一つに、電子会議システムの活用の仕方

をイメージできないのではないかということも考えら

れたため、事例を基に報告した次第である。

今年度には、大学ICT推進協議会(仮称)が設立さ

れ、TedDodds氏25）による「コミュニティ
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